
1 
 

令和４年度 産業教育実習助手資質向上事業 
受講案内 

 
教科（農業科）  
 
1. 研修期間  令和４年８月１日（月） ～ 令和４年８月５日（金） 
 
2. 研修日程  別添１のとおり  
 
3. 講師一覧  別添２のとおり 
 
4. 会 場  南九州大学 都城キャンパス 

所在地：〒８８５－００３５ 宮崎県都城市立野町３７６４－１ 
  電 話：０９８６－２１－２１１１  

ＦＡＸ：０９８６－２１－２１１３ 
  連絡先：南九州大学都城事務部学生支援課 産業教育実習助手資質向上事業担当 

※ 会場へのアクセスは、５の③に掲載。 
 
5. 研修初日の集合時間及び場所 

○ 初日の集合時間 
８月１日（月）午前８時３０分～８時４０分（８時４０分から開講式を実施） 

○ 集合場所 
南九州大学都城キャンパス ひまわり館（第２体育館）１階多目的室 
※ 会場の地図は３ページの下「キャンパス内地図」のとおり。 

○ 会場アクセス 
３ページの上地図および、本学 HP「アクセスガイド」を参照してください。 

HP https://www.nankyudai.ac.jp/annai/access/miyakonojo/ 
 

6. 持参するもの 
室内履き(体育館シューズなどで可)、ノート、クリアファイル(封筒など)、筆記用具、

作業着・帽子・タオル(8 月 3 日野外実習に着用予定)、カメラ(必要な方)、はんこ 
       
7. 宿泊について 

○ 宿泊の斡旋は大学では行いません。 
○ 市内には、多数の宿泊施設がございますので、宿泊サイト等をご利用いただき

各自でご予約ください。 
○ 本学へのアクセスは、本学 HP（アドレスは、５の③に掲載）に地図や関連リン

ク集がございますので、参考にしてください。 
 都城駅・市役所周辺の宿泊施設は、本学への路線バスの経路上となり、

宮崎空港連絡バスとの連絡も便利となっております。 
 他施設の場合は、自家用車やタクシーでの本学へのアクセスとなりま

すのでご注意ください。 
 車等でお越しの際の駐車場等については、9 の④に掲載しております。 
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8. 事前課題～職業指導の事前課題として下記の３点をご準備ください。 
① 所属学校のパンフレット（各７部） 

生徒募集配布用で可。なお、適当なものがない場合には、代替できる資料（在籍校

HP の印刷、学科構成や進路に関するページ）を必要数印刷して持参すること。 
 

② 事前課題に取り組む（各７部） 
指定の事前課題(支援機構 HP に様式などを掲載)を作成し、印刷（コピー）して当

日持参してください。なお、作成に関しては、注意書きを十分考慮してください

（他の受講生に回覧する前提で作成を願います）。 
 

③ 事前学習 
第 48 回『全国造園デザインコンクール』の課題、結果、講評を読んできてくださ

い。なお、レポート等は不要です。課題、結果、講評は、以下のサイトに掲載され

ております。 https://www.jalc.or.jp/design/designconindex.html#page48_2 
  
9. その他 

①  新型コロナウィルス感染症対策について 

感染対策は、所属機関の指導を遵守し、自治体からの要請などを基に行動してください。

これに加えて、下記の点にご協力・ご理解くださいますようお願いいたします。 

(ア) 前日まで 

○ 健康管理記録（添付用紙：7 月 18 日から）の記録をお願いいたします。 

→支援機構 HP に健康記録用紙掲載予定(所属機関指定様式：可)。 

(イ) 研修期間中 

○ 毎朝、体温測定及び記録をお願いいたします。 

○ 指定座席での受講をお願いいたします。 

○ 室内でのマスクの着用、定期的な手指の消毒のご協力をお願いします。 

○ 体調不良時は、登校せずご連絡ください。 

○ 本学主催の情報交換会は開催しませんのでご了承ください。 

(ウ) 研修後 

○ 研修直後に感染した場合には、ご連絡ください。 

 

② 免許法認定講習（令和４年度南九州大学免許法認定講習）について 
高一種免（農業実習）として、「農業教科指導法」（「各教科の指導法（情報通信

技術の活用を含む。）」：1 単位）、職業指導（「教科に関する専門的事項：1 単

位」）が認可済です（令和 4 年 6 月 13 日）。 
 

③ 食堂・売店の利用について 
受講生は、期間中大学生協食堂（昼のみ営業）・売店を利用可能の予定です。 
なお、大学近隣には、スーパー・コンビニ・弁当店があります。 

 
④ 駐車場・駐輪場の使用について（3ページ地図をご確認ください） 

車でお越しの方は第１駐車場・第 2 駐車場（本館北側：来客・身障者用駐車場は使

用不可）を、バイク・自転車でお越しの方は駐輪場をご利用ください。 
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【キャンパス案内地図】 

 
南九州大学 都城キャンパス 
 
〒８８５－００３５ 
宮崎県都城市立野町３７６４－

１ 
 
電話：０９８６－２１－２１１１  
本学HPより転載 
 
HP 
https://www.nankyudai.ac.jp/annai/ac
cess/miyakonojo/ 
 
 
 
 
【キャンパス内地図】  

 

集 合 場 所  

駐 車 場  

バス停  

駐 車 場 

駐 輪 場 



別添１　研修日程　　

農業科

8:40
～

8:55

10:30
～

10:40

14:40
～

14:50

16:20
～

16:30
備考

開講式 諸連絡

担当
植村秀人

諸連絡

諸連絡

アンケート 諸連絡

14:30～
　　14:45

○８月１日は開講式、８月５日は閉講式を実施します。８月３日以外は、講習開始時刻までに講義室に在室してください。

職業指導（演習）⑦

今求められる造園デザインⅡ

閉講式

休憩

担当　植村秀人

試験

13:10～14:20 14:50～15:10

担当　植村秀人

昼休憩

担当　牧田　直子

担当　植村秀人 担当　川越　寛

昼休憩

職業指導【講義】➅

職業指導（実習）⑤

「スマート農業 現場実習」

担当　栗原　貴史　(引率：岩田賢士・植村秀人）

担当　岩田賢士 担当　牧田　直子

農業教科教育法（演習）７

1 2

9:00
～

10:30

農業教科教育法【講義】４ 職業指導【講義】②

担当　中村聡・井上裕一担当　杉田　亘

「植物育種におけるバイオテクノ
ロジーの利用について」

「農業の未来を拓く」
～スマート農業の展開～

農業教科教育法【講義】１

担当　植村　秀人

「現代社会における職業指導の重
要性」

担当　谷口　泰成

「新学習指導要領の狙いと農業教
育」

12:10
～

13:10

13:10
～

14:40

昼休憩

昼休憩

職業指導【講義】➃

14:50
～

16:20

休憩

休憩

休憩

「環境保全型農業とIPM」

担当　山口　健一

職業指導【講義】③

「行政が望む人材育成」

「農業教科教育と教育法規」

職業指導【講義】⑧

「経営者からみた農業の現状と課
題」

担当　加藤　修一郎

農業教科教育法【講義】２

休憩

10:40
～

12:10

「キャリア計画と職業」 「統計でみる教育の現状」

職業指導【講義】①

「ＨＡＣＣＰについて」

農業教科教育法【講義】５
13:40～15:10

職業指導（演習）⑨ 農業教科教育法【講義】８

昼休憩
12:40
～

13:40

担当　長田　隆

移動
12:10
～

12:40

今求められる造園デザインⅠ

休憩

休憩

休憩

休憩

農業教科教育法【講義】６
15:20～16:50

「指導と評価の一体化」

担当　岩田賢士

農業教科教育法【講義】３

担当　岩田　賢士

「本県６次産業化の現状と課題、
今後の推進方針について」

○現場実習（スマート農業）は、（有）新福青果　〒885-0063 宮崎県都城市梅北町２０７２　で行います。

実施会場：南九州大学都城キャンパス　　　　　　　　　　　　

○８月３日は、午前中に実習のため、3時間目以降の時刻を各30分遅らせて実施します。

○８月３日は実習のため、バス出発に合わせて指定場所に集合してください。

諸連絡

令和４年度　産業教育実習助手資質向上事業日程
団体名　南九州大学　　　　　　　　　　　

8月1日

8月2日

8月4日

8月3日

8月5日

移動
8:30
～

8:50

集合
8:20

受付開始
8:30

「農業高校が抱える諸問題」

16:30
～

18:00
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担当　成合　修 担当　金子　貴史



別添２ 講師一覧  

団体名  南九州大学     

 

講   師   一  覧  

【農業教科教育法】 

 

氏   名  

 

職   名  

 

担 当  講  座  

  谷口 泰成  

 

 

 

 

宮崎県教育委員会  

高校教育課  

産業教育担当  

指導主事  

農業教科教育法【講義】１ 

 「新学習指導要領の狙いと農業教育」 

 

  山口 健一  

 

 

 

 

南九州大学  

教授  

環境園芸学科  

農業教科教育法【講義】２ 

 「環境保全型農業とIPM」 

 

  岩田 賢士  

 

 

 

 

南九州大学  

教授  

教養教育センター主任  

元宮崎県立宮崎農業高等学校

長  

 

農業教科教育法【講義】３ 

 「農業教科教育と教育法規」 

農業教科教育法【講義】６ 

 「指導と評価の一体化」 

農業教科教育法（演習）７ 

 「農業高校が抱える諸問題」 

  杉田 亘  

 

 

 

 

南九州大学   

教授  

環 境 園 芸 学 部 長  

 

農業教科教育法【講義】４ 

 「植物育種におけるバイオテクノロジー

の利用について」 

 

 長田  隆  

 

 

 

 

南九州大学   

教授  

食品開発科学科  

農業教科教育法【講義】５ 

 「ＨＡＣＣＰについて」 

 

 川越  寛    

 

 

 

宮 崎 県 庁 総 合 政 策 部  

みやざき文 化 振 興 課  

私 学 教 育 専 門 員  

元宮崎県立宮崎農業高等学校

長  

 

農業教科教育法【講義】８ 

 「統計で見る教育の現状」 

 

 

 

 



【職業指導】 

 植村  秀人  

 

 

 

 

 

南九州大学   

准教授  

教 養 教 育 センター  

 

 

職 業 指 導 【講 義 】①  

「現代社会における職業指導の重要

性」  

職業指導（演習）⑨ 

 「キャリア計画と職業」 

中 村  聡  

 

 

 

ヤンマーアグリジャパン株式会社

九州支社  

ソリューショングループ 主任  

職業指導【講義】② 

 「農業の未来を拓く」 

～スマート農業の展開～ 

 

 

 

 

 

  井上 裕一  

 

 

ヤンマーアグリジャパン株式会社

九州支社ソルーション部  

元宮崎県庁  宮崎県総合農業

試験場長  

  成合 修  

 

 

 

元宮崎県庁総務部長  

元宮崎大学役員（監事） 

職 業 指 導 【講 義 】③  

 「行政が望む人材育成」 

  金子 貴史  

 

 

 

宮崎県庁農政水産部  

農業流通ブランド課  

六次産業化推進担当ﾘｰﾀﾞｰ（主幹） 

職 業 指 導 【講 義 】④  

 「本県６次産業化の現状と課題、今後

の推進方針について」 

 栗 原  貴 史  

 

 

 

 

 

㈲新 福 青 果 営 農 部 兼 総 務

部 マネージャー  

農 林 水 産 省 「スマート農 業 実

証 プロジェクト」プロジェクトリ

ーダー  

職 業 指 導 ( 実 習 ）⑤  

 「スマート農 業  現 場 実 習 」  

 

 

 

 牧田  直子  

 

 

 

 

 

南九州大学  

講師  

環境園芸学科  

 

 

 

職 業 指 導 【講 義 】⑥  

 「今求められている造園デザインⅠ」 

職 業 指 導 （演 習 ） ⑦  

 「今求められている造園デザインⅡ」 

 加藤  修一郎  

 

 

 

 

 

株式会社加藤えのき 代表取

締役社長  

九州きのこ協議会副会長  

社団法人宮崎県農業法人経営協会副会長 

 

職業指導【講義】⑧ 

 「経営者からみた農業の現状と課題」 

 

 



事前課題：所属都道府県及び所属校における農業教育の現状についてまとめよ 

 

受講番号： 所属校： 氏名： 

 

1. 所属県・所属校における農業教育の概要 

 都道府県 所属校 

農業系高校の実態 

 

農業系学科を有する高校数 

校 

農業系学科の所属生徒数 

名 

（     年  月現在） 

 

高校  

学科   名 

学科   名 

学科   名 

学科   名 

学科   名 

合計   名 

（     年  月現在） 

※学科・生徒数を記載。 

農業系高校生の進路状況 就職 

 内農業系への就職 

進学 

 内農業系への進学 

（     年  月現在） 

就職 

 内農業系への就職 

進学 

 内農業系への進学 

（     年  月現在） 

地域の農業の状況や・特

色 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

※学校所在地域の特色を記載。 

 

2. 所属校における生徒の進路における様子 

受講者の視点 同僚教職員の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 受講者の職業指導領域における目標 

 

 

 

  



記入上の注意点 

 

1. 個人情報などの管理について 

① 本資料は、講習内で受講生同士での意見交換の参考として使用しますので、講師および他の受講

生が閲覧する前提で記載してください。 

② 実施大学に提出するだけでなく、本事業の報告に際して本学から教職員支援機構などへも提出さ

れることがある前提で記載ください。 

③ とくに、個人情報や所属都道府県教育委員会情報管理規則に注意し記載してください（掲載不可

情報は記載しないこと）。 

 

2. 作成に関して全般的な注意事項 

書式などに 

① 作成 

作成は、受講者が行うものとする。ただし、同僚教員などとの研修や助言、所属都道府県や所属校

の資料などを基にして作成しても構わない。 

② 書式・数値について 

4 ページの書式は参考です。4 ページの内容を含んでいれば、様式は自由です。なお、数値などに

ついては、概算で構いません。 

③ 各項目の記入方法 

各項目について記載すること、箇条書き記入で構わない。 

④ 参考資料 

参考資料を添付しても構わない。 

⑤ 提出様式など 

課題本文及び参考資料で A4 用紙 2 ページ以内とし、7 枚コピーしてくること。 

2 ページの場合は、A4 用紙に両面印刷とする。 

 

3. 各項目の注意点 

① 農業系高校の実態～所属（在籍）する都道府県及び所属校の実態について記入する。都道府県は、

農業系高校数と在籍生徒数を記入。高校は、学科構成及び各学科在籍者数。 

② 農業系高校生の進路状況～進路状況を記載すること。 

③ 農業の特色～所属（在籍）する都道府県の農業の実態についてまとめる。 

④ 「所属校における生徒の進路における様子」は、所属校における生徒の進路状況、生徒の考え、生

徒の抱える課題などを、「受講者の視点」「同僚職員の視点」（聞き取ってください）から整理してくる

こと。 

⑤ 最後に「職業指導」領域の目標を記入してください。 

 

4. 不明な点 

講義担当者 植村までメールにて問い合わせること。 

件名は、「実習助手講習課題について（○○県氏名）」とすること。 

アドレスは、h-uemura@nankyudai.ac.jpです。 

 

mailto:h-uemura@nankyudai.ac.jp


日付 体温（℃） 症状 行動記録 備考

7月17日
朝　36.0
夕　37.7

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

例１：終日、所属校で勤務　例２：出張で○○校へ
例３：終日在宅

記入例

7月18日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月19日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月20日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月21日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月22日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月23日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月24日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月25日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月26日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月27日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月28日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月29日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月30日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7月31日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

8月1日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 1日目

8月2日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 2日目

8月3日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 3日目

8月4日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 4日目

8月5日
朝
夕

なし　　咳　　息苦しさ　　倦怠感　　頭痛　　鼻水　のどの痛み
味覚・嗅覚異常　下痢　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 最終目

受講者番号　　　　　所属学校名　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

●　毎日体温を測り、症状の有無とともに記録してください。朝は必ず、発熱時は夕方も測ってください。

●　所属元で、作成を指示されている用紙がある場合には、そちらの用紙を記入していただくことで、ご対応いただいて構いません。
●　この用紙は、コロナ対策の観点から提出を求める場合があります。行動歴については簡潔に記録をお願いします。

●　症状がある場合には、医療機関にご相談ください。




